
アンカーボルト撤去後の凹みは、樹脂モルタル
にて平滑に均すものとしてください。

塗膜防水の新設に当たって、周辺部と極端な
凹凸を生じないレベルで均してください。

アンカーボルトは、既存アスファルト防水の押え
コンクリートに設けているものと考えられます。

既存のアスファルト防水層を痛めることがない
ように注意してください。

アンカーボルトで柱を固定しているのは、ｂ～ｃ
通り、Ⅱ～Ⅲ通りの範囲です。
H型鋼および角型鋼はアンカーボルト２箇所、
チャンネルのシングル使いは１箇所、

チャンネルのダブル使いは２箇所として見込ん
でください。



１ 図面A-3の改修工事の図中、SD-2はSD-3の誤
りでした。 SD-2はSD-3と置き換えてください。

２．既存と馴染むことを最優先としますので、再利
用可能なものは、再利用してください。

図面は、既存のフロアヒンジと沓摺りを撤去し
た後の床には、じゅうたんはありませんので、その
部分は、新設(補修)として見込むことを意図してい
ます。

３．貴見の通りで結構です。



１．竣功時に遡っても詳細図はありません
ので、施工時、問題が生じた時点で相談し
ます。

２．新設基礎の表面全面に塗膜防水(X-2)
を塗り上げることが設計意図です。

削孔後にアンカーの周囲に大きな隙間
が生じる場合を想定して、樹脂モルタルで
孔埋めを見込んでください。



１．床のじゅうたんに傷をつけない養生を
適宜検討のうえ見込んでください。 角の

立つ重量物の運搬があるものと見込んで
ください。

２．タイルを支給します。部分張替えの手
間を見込んでください。

３．近隣機関（国立科学博物館）の活動
に悪影響がない限りで作業可とします。
作業日時等は施工時要相談とします。

４．仕様は既存を再利用することとします。
シーリング材はシリコーン系を選定してく
ださい。



５．貴見の通りでOKです。

６．特記仕様書において、垂直養生を防
音シート又は防網に限定しているわけで
はありません。標準仕様書2.2.1の規定
を満足するものであれば結構です。


